
山地の林下の湿った所に生える多年草。茎の先に2個の葉が偽対生につき、柄は汚紫色で長い。葉は薄

く、卵心形で長さ5-8cmになり、先は急にとがり、基部は深い心形、表面は光沢がない。花は3-4月、茎の先

の2葉柄の間に1個つく。花は径1-1.5cm、淡汚紅紫色で毛がない。萼筒は扁球形で、内面に不明瞭な縦溝
がある。

県内では数ヶ所でしか確認されていない。シカの採食
による影響も懸念される。2020年版でBランクからAラ
ンクに変更した。

生育地である樹林の保全とシカの採食による影響の抑
制が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

東播磨、但馬

■ 国内分布

本州、九州（北部）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布
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